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【Mooreの 4 分類】
英　The Four Phases of Convalescence
和　ムーアの4分類
類　ムーアの分類

　フランシス・D・ムーアが提唱した手術侵襲からの回復過程における生体反応の変化であり，この回復過
程については「回復期には，全ての連動した身体的，化学的，代謝的，心理的な要因が含まれており，回復
過程は，手術侵襲とともに或いは手術侵襲の少し前に始まり，個体が通常の身体的健康，社会的および経済
的有益，心理的習慣を取り戻した時に初めて終了する」と定義している１）．
　フランシス・D・ムーアは，手術侵襲からの回復過程を４つの相（phase）に区分した２）．第１相（phase 
１）は傷害期（injury），第２相（phase ２）は転換期（turning point），第３相（phase ３）は同化期（muscle 
strength），第４相（phase ４）は脂肪蓄積期（fat gain）である．本邦では，これらをムーアの４分類（も
しくはムーアの分類）と呼んでいる．各相の特徴は以下の通りであり，周術期の栄養管理では，手術侵襲か
らの回復過程における生体反応の変化を理解することが重要である３）．
　第１相　傷害期（術後２～４日）　手術侵襲によって副腎皮質ホルモン分泌が亢進して蛋白異化が起こる
　第２相　転換期（術後４～７日）　副腎皮質ホルモン分泌が正常に戻って窒素バランスが正に近づく
　第３相　同化期（術後１～数週間）　窒素バランスが正常化して蛋白同化が進む
　第４相　脂肪蓄積期（術後数週間から数カ月）　体脂肪が蓄積して体重が回復する
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